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１ �

近
年
の
三
重
県
の
募
金
額
の
状
況�

共
同
募
金
は
、
県
内
に
お
け
る
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、
広
く
寄
付
を
募

る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
福
祉
活
動
を
財

源
面
で
支
え
て
い
く
活
動
で
す
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
県
内
の
子
ど
も
た

ち
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
を
支
援
す
る

様
々
な
福
祉
活
動
や
災
害
支
援
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

三
重
県
の
令
和
６
年
度
の
募
金
額
は
、

２
億
９
，
６
４
２
万
７
，
４
７
９
円
で
、

昨
年
度
か
ら
約
１
，
３
５
３
万
円
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
街
頭
募
金
運
動
等
を
自

粛
し
て
い
た
コ
ロ
ナ
期
で
あ
る
令
和
３
・

４
年
度
か
ら
は
募
金
額
が
年
々
微
増
し
て

い
ま
す
が
、10
年
前
と
比
較
す
る
と
約
１
，

２
５
７
万
円
減
少
し
て
お
り
、
全
国
的
に

も
募
金
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。（
三
重

県
の
募
金
額
の
ピ
ー
ク
は
平
成
９
年
度
の

約
４
億
２
，
８
６
３
万
円
）

募
金
額
の
減
少
の
要
因
は
様
々
で
す

が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
影

響
、
自
治
会
に
加
入
す
る
世
帯
の
減
少

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
戸

別
募
金
が
10
年
前
と
比
較
す
る
と
約
３
，

１
２
４
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
募

金
額
の
減
少
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
法
人
募
金
に
つ
い
て
は
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
て
寄
付
を
募
る
Ｄ
Ｍ

募
金
や
、
企
業
が
設
定
し
た
寄
付
つ
き
商

品
を
住
民
の
方
々
が
購
入
す
る
こ
と
に
よ

り
売
上
の
一
部
が
募
金
と
な
る
募
金
百
貨

店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
10
年
前
と
比
較
す
る
と
約
８
８
５
万

円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
の
本
年
度
の
募
金
目
標
額
は
、

２
億
８
，
４
４
０
万
円
で
あ
り
、
目
標
額

を
達
成
す
る
に
は
、
共
同
募
金
の
主
旨
を

広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
共
同
募

金
の
使
途
を
「
見
え
る
化
」
し
、
活
動
に

共
感
し
て
い
た
だ
く
方
を
増
や
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
共
同

募
金
運
動
が
10
月
１
日

か
ら
県
内
で
一
斉
に
始

ま
り
ま
し
た
。

共
同
募
金
運
動
は
、
昭
和
22
年

に
「
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」
と

し
て
開
始
し
て
以
来
、
県
民
の
皆

様
の
善
意
に
支
え
ら
れ
、
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
募
金
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
、
募
金
運
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
で
は
、
近
年
の
三
重
県
の

募
金
額
の
状
況
、
共
同
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
く
方
へ
の
有
益
な
情

報
と
し
て
、税
制
上
の
優
遇
措
置
、

遺
贈
・
相
続
寄
付
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
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２ �

税
制
上
の
優
遇
措
置�

共
同
募
金
会
は
、
税
制
上
に
お
い
て
、

国
と
地
方
公
共
団
体
と
同
じ
よ
う
に
寄
付

に
対
す
る
「
優
遇
措
置
の
対
象
団
体
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
の
は
、
共
同
募
金
会
が

行
う
事
業
が
社
会
福
祉
法
に
よ
っ
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
運
動
で
あ
り
、
共
同
募
金
に

よ
る
助
成
が
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し

て
い
る
と
社
会
的
評
価
を
得
て
い
る
た
め

で
す
。

❶ �

個
人
と
し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
く
場
合

寄
付
金
は
所
得
税
（
国
税
）
の
寄
付
金

控
除
対
象（
又
は
寄
付
金
税
額
控
除
対
象
）

と
な
る
う
え
、
さ
ら
に
個
人
住
民
税
（
地

方
税
）
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
の

控
除
で
は
、
税
額
控
除
方
式
・
所
得
控
除

方
式
の
ど
ち
ら
か
を
寄
付
者
が
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷ �

法
人
と
し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
く
場
合

共
同
募
金
会
に
対
す
る
寄
付
金
は
、
特

定
公
益
増
進
法
人
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人

に
直
接
寄
付
す
る
場
合
に
比
べ
て
法
人
税

法
上
、
格
段
の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
法
人
の
課
税
対
象
と
な
る
所
得
か

ら
法
人
が
支
出
し
た
寄
付
金
の
全
額
が
、

一
般
寄
付
金
の
損
金
算
入
限
度
額
の
枠
と

は
別
に
控
除
さ
れ
る
全
額
損
金
算
入
扱
い

と
な
り
ま
す
。

❸ 

受
配
者
指
定
寄
付
金
制
度

寄
付
者
が
受
配
者
と
寄
付
金
の
使
途
を

指
定
し
、
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
寄
付
す

る
制
度
で
す
。
受
配
者
が
社
会
福
祉
・
更

生
保
護
事
業
を
行
っ
て
い
る
法
人
で
あ
る

こ
と
、
緊
急
を
要
す
る
助
成
対
象
で
あ
る

こ
と
等
の
審
査
の
う
え
、
承
認
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
寄
付
金
の
主
な
使
途
と

し
て
は
、
施
設
の
新
設
、
増
改
築
等
に
必

要
な
工
事
費
、
備
品
・
設
備
の
整
備
費
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

寄
付
金
控
除
に
つ
い
て
は
、上
記
の「
❶

個
人
と
し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
く
場
合
」

「
❷
法
人
と
し
て
ご
寄
付
を
い
た
だ
く
場

合
」
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

　「所得控除」とは、寄付者のその年分（1月～12 月）
の課税対象となる所得から、該当する額が控除され
ることをいいます。

税額 ＝ ( 所得金額－※所得控除額 )×税率
※所得控除額
　＝ �寄付金額 ( 年間所得の 40% を限度とする額 )

－2 千円

所得控除方式

　「税額控除」とは、納付すべき所得税額から、該当
する金額が控除されることをいいます。
　ただし、税額控除額は、その年分の所得税額の
25％が限度となります。
税額控除額 ＝ �( 税額控除対象寄付金額－2 千円 )

× 40％
※�確定申告の際に当会発行の証明書が必要となります。

三重県共同募金会ＨＰにてダウンロード可能

税額控除方式

　納付すべき個人住民税の額から該当する金額が控除されます。
なお、地方税である個人住民税は、国税である所得税の場合と
は異なり、寄付先の共同募金会が所在する都道府県内に寄付者
の住所があることが必要なります。

税額控除額 ＝｛�寄付金額（年間所得の 30％を限度とする額）
－2 千円｝×10％

個人住民税
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【三重県共同募金会】
〒 514-0003
三重県津市桜橋２丁目 131

（三重県社会福祉会館内）

ＴＥＬ　059-226-2605

ＦＡＸ　059-221-0044

E-mail　miekyoubo@miewel.or.jp

３ �

遺
贈�

共
同
募
金
会
で
は
、
ご
自
身
の
財
産
や

相
続
さ
れ
た
財
産
を
共
同
募
金
会
で
お
預

か
り
し
、
ご
自
身
の
愛
着
が
あ
る
地
域
の

福
祉
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
ご
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
、
共
同
募
金
会

は
国
内
の
全
て
の
地
域
で
活
動
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
遺
贈
に
よ
り
ご
自
身
の
財
産

を
愛
着
が
あ
る
地
域
の
た
め
に
遺
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
ご
寄
付
が
活
用
さ

れ
る
地
域
や
活
用
さ
れ
る
地
域
福
祉
活
動

分
野
（
例
：
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

生
活
困
窮
者
等
）
を
指
定
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。（
共
同
募
金
会
に
お

任
せ
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
）

遺
贈
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
、
遺
言
と

い
っ
た
方
法
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
多
く
、
一
般
的
に
は
遺
言
書
を
作
成
し

ま
す
。
遺
言
書
の
種
類
に
は
、「
公
正
証

書
遺
言
」「
自
筆
証
書
遺
言
」
が
あ
り
ま

す
が
、
形
式
不
備
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
も
、
専
門
家
（
公
証
人
、
弁

護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
信
託
銀
行

等
）
に
ご
相
談
い
た
だ
い
た
う
え
で
「
公

正
証
書
遺
言
」
を
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

４ 

相
続
寄
付�

相
続
寄
付
と
は
、
故
人
の
遺
産
を
寄
付

す
る
こ
と
で
す
。
ご
遺
族
の
方
が
財
産
を

相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
寄
付
さ
れ
た

場
合
、
非
課
税
と
な
る
税
制
上
の
優
遇
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

共
同
募
金
に
相
続
寄
付
を
い
た
だ
い
た
場

合
、
領
収
書
（
税
制
優
遇
対
応
）
を
発
行

す
る
ほ
か
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
号
で
紹

介
し
た
内
容

は
、
共
同
募

金
に
ご
協
力

い
た
だ
く
方
に

は
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た

だ
き
、
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
情
報
で
あ
り
、
ご
不
明
な

点
・
ご
相
談
等
が
あ
れ
ば
当
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

本
年
度
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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❶ 

母
国
に
在
住
し
て
い
た
頃
に
つ
い
て

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
住
ん
で
い
た
と
き
は
、

毎
日
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
週
末
は

友
達
と
遊
ん
だ
り
、
市
場
に
出
か
け
て
買

い
物
し
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
季
節
に
よ
っ
て

行
事
も
さ
ま
ざ
ま
で
、特
に「
水
か
け
祭
り
」

は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
で

も
そ
の
こ
と
は
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

❷ 

入
国
か
ら
就
職
に
つ
い
て

大
学
時
代
、
私
は
家
族
と
離
れ
、
寮
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

学
校
が
休
校
と
な
り
、
実
家
に
戻
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
祖
父
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
亡
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
祖
父
の
お
世
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
悔

し
く
て
悲
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
祖
父

の
お
世
話
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

私
は
高
齢
者
の
方
々
を
で
き
る
限
り
の
力

で
支
え
た
い
と
思
い
、
介
護
の
世
界
に
入

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
基
本
的
な
介
護
技
術
や
知
識

を
身
に
つ
け
、施
設
の
実
習
で
は
、介
護・

福
祉
の
現
場
に
直
接
触
れ
る
機
会
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、

福
祉
業
界
で
働
く
こ
と
の
意
味
と
責
任
を

実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

連 

載　
第
２
回

福
祉
の
現
場
で
は
、
様
々
な
経
験

を
も
っ
た
方
々
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、こ
の
連
載
で
は
、様
々

な
ル
ー
ツ
を
も
つ
方
々
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
、掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

第
2
回
は
遠
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

来
日
、
社
会
福
祉
法
人
長
茂
会
で
介

護
職
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る　
ス　

ニ
イ
ン　
カ
イ
ン
さ
ん
に
日
本
の
印

象
や
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。

❸ 

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

介
護
は
単
な
る
お
世
話
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
の
気
持
ち
や
尊
厳
を
大
切
に
し

な
が
ら
支
援
す
る
仕
事
で
す
。
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
考
え
、
少
し
で
も
快
適
に
過

ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
特
に
で
き
な

か
っ
た
事
が
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
利
用
者
様
の
笑
顔
が
増
え
た

り
し
た
と
き
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
利
用
者
様
の
生
活
を
支
え
る
中
で

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
が
忙
し
い
と
き
、
ほ
ん
の
少
し
の

深
呼
吸
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
で
、

身
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
で
、
毎
日

の
仕
事
を
前
向
き
に
続
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

❹ 

将
来
の
夢
に
つ
い
て

私
の
将
来
の
夢
は
、
介
護
の
現
場
で
よ

り
多
く
の
人
の
支
え
に
な
れ
る
存
在
に
な

る
こ
と
で
す
。
利
用
者
様
一
人
ひ
と
り
が

安
心
し
て
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
介
護
職
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
経
験
を
積
み
な
が
ら

介
護
福
祉
士
の
資
格
の
取
得
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

に

き
い
て
み
よう

ん
が
、
人
と
深
く
関
わ
り
人
の
役
に
立

て
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
道
を
大
切
に
歩
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

❺ 

こ
れ
か
ら

介
護
の
現
場
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と

て
も
重
要
で
す
。
報
告
・
連
絡
・
相
談
を

し
っ
か
り
行
う
事
で
、
よ
り
良
い
ケ
ア
に

つ
な
が
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
介
護

の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
人
と
し
て
成
長
で
き
る
仕
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
経
験
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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Ｑ４　今後の展望
�
Ａ４　コロナ禍以前には、店内で地元バ
ンドの演奏や大正琴の演奏会を開催。駐
車場を利用してマルシェを開くなど、地域
の方々と交流できるさまざまなイベントを
行ってきました。今後は、そうした取り組
みを再開し、地域の皆さまと一緒に新し
いイベントを企画していければと考えてい
ます。
　今年の５月に満 10 周年を迎えた当店
は、平成 26 年のオープン以来、スタッフ
一人ひとりの努力、多くのお客様に支えて
いただいたおかげでこれまで歩んでくるこ
とができました。
これからも、常に活気ある雰囲気を大切
にしながら、さらに 10 年、20 年と長く
愛され続けるお店を目指してまいります。

CAFÉ ＆ REST IZUMI くろがねもーち
〒 511-0251　三重県員弁郡東員町大字山田 1546-1 ( 駐車場あり )
TEL　0594-84-6885
　　  営業時間　　９：00 ～ 16：00�
　　  定 休 日　　日曜日、祝日�

お
店
情
報

Ｑ３　おすすめのメニュー
�
Ａ３　おすすめのメニューは、旬の食材をふんだんに使った「季節の
お任せご膳」で、多くのお客様にご好評をいただいています。
　また、「手打ちそばランチ」も人気の一品です。こちらは「みえ
きた手打ちそば同好会・蕎友会」の方々が打った、１日限定 10 食
の手打ちそばを提供しており、さらに野菜の天ぷら盛り合わせ、天
巻、数種類の小鉢が付いています。
　定食の小鉢や天ぷら等に使う野菜は、地元で採れた新鮮な野菜を
中心に使用しています。時には職員が家庭菜園で収穫したものや地
域の方にいただいた野菜を使用した地元の恵みを存分に味わってい
ただけるメニューづくりを心がけています。

Ｑ１　お店（法人）のこだわりは？
�
Ａ１　当店はレストラン開業前から就労継続支援 B 型事業所でパ
ンを製造・販売しており口コミで評判が広がったことが店舗開業の
きっかけになりました。その後、業務拡大の一環として和食レスト
ランを開き、現在に至ります。今も隣接する「パン工房いずみ」で
製造したパンを店内で販売しており、多くのお客様からご好評いた
だいております。
　また、障がい者福祉に特別な関心のない方でも気軽に訪れていた
だけるよう、「味」にこだわり、どなたにとっても満足いただける
食事の提供を大切にしています。

Ｑ２　スタッフの働き方は？
�
Ａ２　当法人の利用者は主にパン作りや
内職などの業務に携わっており、うち２
名の利用者が「くろがねもーち」にてホー
ル業務や厨房補助として働いています。
製造などの手先を使う作業が苦手だった
方が、ホールでの接客を経験する中で能
力を発揮し、新たな可能性を開花させる
など、強みを活かしながら働ける環境づ
くりを心がけています。

福福祉祉レレスストトラランン

　三重県では、障がい者就労支援の一環とし
て、さまざまな障がいのある人が自分らしい
働き方を選択し、その適性に応じて能力を十
分発揮することが出来るような取組をされて
いるカフェやレストランがあります。本誌で
は、そんな取組をされているお店にお邪魔し、
連載企画としてご紹介します。
　第 7 回目は、東員町にある社会福祉法人
いずみが運営する「CAFE ＆ REST IZUMI
くろがねもーち」さんにお話しを伺いました。

連　載

第 7 回

季節のお任せご膳 手打ちそばランチ

Instagram
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information
三重県共同募金会　令和 7 年度 児童福祉・高齢者福祉支援助成　追加募集を行います。�
　三重県共同募金会では、「子育て支援・子どもたちの居場所づくり等」、「子ども食堂」、「高齢者・要介
護者世帯（１人暮らし含む）在宅生活支援事業高齢者交流および居場所づくり事業」、「高齢者交流および
居場所づくり事業」、を行う団体を支援するため、助成先を追加募集します。
対 象 事 業　※いずれも三重県内で実施するもの
　　　　　　❶ 子育て支援・子どもたちの居場所づくり等
　　　　　 　　● �「子育て支援」、「子どもたちの居場所づくり」、「地域から孤立をなくす」をテーマに

活動または寄附を募っている団体が行う事業
　　　　　　❷ 子ども食堂
　　　　　　❸ 高齢者・要介護者世帯（１人暮らし含む）在宅生活支援事業
　　　　　　　 ● 日常生活用具支給、給食サービス、ひとり暮らし高齢者の見守り・訪問 
　　　　　　　 ● �日常生活支援サービス（買い物、室内清掃、草刈り、ゴミ出し等）、無料貸出用車いす

の整備および貸出
　　　　　　❹ 高齢者交流および居場所づくり事業
　　　　　　　 ● �高齢者等の交流の場の提供、高齢者の集い・会食会等の企画運営、各種講座・教室（美術、

音楽、運動、リハビリ等）の企画運営
助成上限額　１団体 20 万円
募 集 期 限　令和７年 10 月 24 日（金）まで【必着】
応 募 方 法　�当会指定専用ＨＰ『e 応募』（下記 URL 参照）にて予め団体登録を行い申請すること。
　　　　　　郵便や当会事務局への持参等による申請は不可）
　　　　　　https://hanett.akaihane.or.jp/josei/mie/oubo/apply/r7941024

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和７年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

（SJ24-11108より抜粋）
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ありがとうメッセージ
～ 心も一緒に届いています ～
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令和６年度実施事業

こどもの居場所づくり事業
　鈴鹿市社会福祉協議会では、課題を抱えている子どもが社会的に孤立することを防ぐため、学習
支援及び居場所づくりの支援を行う事業を実施しており、また、子ども食堂等のバックアップも行っ
ています。�
　令和６年度は子ども食堂事業を行う４団体
に助成をし、活用していただきました。事業
への参加者から「いつもは１人で子どもを見て
いるが、こういった場ではみんなで子どもを見
ることができて、安心することができます」と
いったお声をいただきました。�
　共同募金にご協力いただき、ありがとうご
ざいました。�

社会福祉法人 鈴鹿市社会福祉協議会

令和６年度実施事業

ピアサポート交流会
　三重県重症ケア家族会ＳＭＩＬＥでは、県内の医療的ケア児者・重症心身障がい児者のための公的
扶助及びサービスの提供、待遇の向上に関する活動等を行っています。�
　令和６年度は共同募金を活用した事業として、医療的ケア児者・重症心身障がい者等、障がいのあ
る子どもの保護者を対象に、先輩当事者である当
会会員がピアスタッフとなり、経験を共有し、気持
ちを分かち合う交流会を開催しました。�
　我が子が重い障がいを負ったという現実を前に
戸惑いや不安等を感じ、そういった思いを誰にも
話せず、孤立してしまいがちな人たちの気持ちに寄
り添い、未来への明るい希望を持つことができる
ようにサポートすることができました。�

三重県重症ケア家族会ＳＭＩＬＥ


